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足
腰
ら
く
ら
く
体
操
教
室
（
介
護
予
防
）

　
日
11
月
17
日
～
３
月
１
日

金
曜
日・全
12
回
、午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
堀
金
公
民
館
講
堂

内
膝
痛
、
腰
痛
予
防
に
効
果
的
な
体
操
を
通

し
て
、
無
理
な
く
足
腰
を
鍛
え
ま
す
。

対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

費
無
料　
定
20
人
（
抽
選
）

申
10
月
24
日（
火
）か
ら
27
日（
金
）に
電
話
で

問
高
齢
者
介
護
課

℡
71
・
２
４
７
４

市
民
活
動
セ
ミ
ナ
ー

イ
チ
か
ら
分
か
る
！I

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

活
用
セ
ミ
ナ
ー

日
①
11
月
11
日(

土)

：
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

か
ら
投
稿
ま
で

②
12
月
16
日
（
土
）：
有
効
な
情
報
発
信

に
つ
い
て

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
市
役
所
４
階
大
会
議
室

講
飯
田
諒
さ
ん

費
無
料　
定
30
人
（
先
着
順
）

申
①
11
月
8
日
（
水
）、
②
12
月
13
日
（
水
）

ま
で
に
な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
ま
た

は
電
話
で
。
単
独
受
講
可
。

問
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
71
・
２
０
１
３

第
５
回
安
曇
野
・
ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ

友
好
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
チ
ロ
ル
音
楽
や
日
本
の
童
謡
・唱
歌
、ク
ラ
シ

ッ
ク
楽
曲
の
演
奏
の
ほ
か
、ク
ラ
ム
ザ
ッ
ハ
の
風

景
映
像
の
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
11
月
11
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
頃

場
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

内
出
演
▽
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
：
ヤ
ー
コ

プ
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ケ
ル
ナ
ー
さ
ん　
▽
バ

リ
ト
ン
歌
手
：
松
島
誠
治
さ
ん　
▽
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
「
チ
ロ
ル
」　
ほ
か

費
無
料　
定
１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
10
月
25
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら
電
話
で

問
政
策
経
営
課

℡
71
・
２
４
０
１

あ
か
し
な
農
産
物
加
工
交
流
ひ
ろ
ば

「
え
べ
や
」
の
催
し

■
体
験
教
室　

そ
ば
打
ち
体
験（
初
心
者
向
け
）

日
11
月
15
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午

費
２
５
０
０
円　
定
５
人
（
先
着
順
）

■
体
験
教
室　

野
沢
菜
漬
け
体
験

日
11
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

費
８
０
０
円　
定
10
人
（
先
着
順
）

■
料
理
教
室　
「
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
」

日
11
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

費
１
５
０
０
円　
定
10
人
（
先
着
順
）

豊
科
高
校
学
校
開
放
講
座

ハ
ー
ド
カ
バ
ー
製
本

日
12
月
16
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
0
時
30
分

場
豊
科
高
校
美
術
教
室

講
丸
山
恒
治
さ
ん
（
同
校
職
員
）

費
５
０
０
円　
定
６
人
（
先
着
順
）

申
11
月
1
日（
水
）か
ら
氏
名・電
話
番
号
を

電
話（
℡
０
９
０・２
１
７
５・４
４
７
６
）・

フ
ァ
ク
ス（
FAX
71・１
１
５
１
）・
電
子
メ
ー
ル

（im
arutsu@

gm
ail.com

）の
い
ず
れ
か
で

問
生
涯
学
習
課

℡
71
・
２
４
６
６

親
子
で
楽
し
む
三
角
島
探
検

万
水
川
・
蓼
川
・
欠
川
に
囲
ま
れ
た
三
角

島
を
舞
台
に
、
親
子
で
地
図
を
片
手
に
探
検

す
る
謎
解
き
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

日
11
月
3
日
（
金
）　
※
雨
天
中
止

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

費
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

定
親
子
15
組
（
先
着
順
）

申
10
月
23
日（
月
）か
ら
31
日（
火
）

　
に
電
話
で

問
観
光
課　

℡
71
・
２
０
５
３

■
共
通
事
項

場
え
べ
や　
講
え
べ
や
ス
タ
ッ
フ

持
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
筆
記
用
具
な
ど

申
10
月
24
日
（
火
）
か
ら
「
え
べ
や
」
へ
電

話
で
（
℡
88
・
６
２
７
５　
受
付
は
月
曜

日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
正
午
。
キ
ャ
ン

セ
ル
は
２
日
前
ま
で
）

他
子
ど
も
同
伴
で
の
参
加
も
可

問
農
政
課

℡
71
・
２
４
３
０ 

人
権
の
つ
ど
い

人
間
尊
重
経
営
と
人
材
育
成
の
し
か
た

12
月
４
日
か
ら
10
日
の
人
権
週
間
に
合
わ

せ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
12
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

場
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

講
湯
本
晴
彦
さ
ん
（
春
蘭
の
宿
さ
か
え
や
代

表
取
締
役
）

費
無
料　

申
11
月
22
日
（
水
）
正
午
ま
で
に
左
記
２
次

元
コ
ー
ド
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
話
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で

他
企
業
人
権
啓
発
講
演
会
を
兼
ね
て
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
同
日
に
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
松
本
地
区
大
会
入
選
者

表
彰
お
よ
び
作
文
発
表
も
行
い
ま
す
。

問
人
権
共
生
課

℡
71
・
２
４
０
６

小
説
『
安
曇
野
』
の
登
場
人
物
を
知
ろ
う
！

井
口
喜
源
治
が
１
８
９
８
年
に
創
設
し

た
私
塾
「
研
成
義
塾
」
の
卒
業
生
の
中
に

は
、
国
内
外
で
活
躍
し
た
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
評
論
家

の
清
澤
洌
は
、
塾
Ｏ
Ｂ
を
代
表
す
る
一
人

で
す
。

旧
北
穂
高
村
（
現
・
安
曇
野
市
穂
高
）

に
生
ま
れ
た
洌
は
、
13
歳
で
研
成
義
塾
に

入
塾
し
、３
年
後
の
卒
業
と
と
も
に
渡
米
。

現
地
で
政
治
経
済
学
を
学
び
、
シ
ア
ト
ル

と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
邦
字
新
聞
社
で

記
者
に
な
り
ま
し
た
。
10
年
余
の
渡
米
生

活
を
終
え
、
新
聞
記
者
を
経
て
フ
リ
ー
の

外
交
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

洌
の
主
張
は
、
平
和
外
交
に
立
脚
し
た

経
済
交
易
の
充
実
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

国
際
理
解
と
協
調
の
重
要
性
で
し
た
。
日

本
の
対
米
戦
争
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
ア

メ
リ
カ
と
の
協
調
路
線
を
訴
え
続
け
ま

し
た
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
か
ら
翌
年
の

１
９
４
２
年
、『
戦
争
日
記
』と
題
し
た
日

記
を
書
き
始
め
ま
す
。
戦
後
に
『
暗
黒
日

記
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
戦
時
下
の
軍
国

日
本
を
痛
烈
に
批
判
し
た
著
作
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
洌
自
身
は
戦

後
を
見
る
こ
と
な
く
、１
９
４
５
年
５
月
、

病
気
の
た
め
55
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

第
7
回

邂逅と対話の安曇野紀行
「清澤洌の書簡」

先生の教えを守って、どんなことがあろ

うと、良心だけは失くしてはならないと

思っています、そう言って、清沢は枕もと

へ坐りこむと、むかしから喜源治の好物

だった生菓子の包みをひろげるのであ

った

（小説『安曇野』第四部　その五より引用）

井口喜源治が創設した研成義塾で学ん

だ洌は、喜源治を先生と呼んで慕いまし

た。引用部分は病床の喜源治を見舞っ

た場面です。井口喜源治記念館では、洌

が友人に宛てて書いた書簡を見ること

ができます。

清
きよさわ

澤　洌
きよし

令和５年度
全国学力・学習状況調査の報告
全国学力・学習状況調査が４月 18 日に市内小・中
学校で実施されました。調査対象は小学校６年生と中
学校３年生で、教科は国語・算数（数学）・英語（中
学３年生のみ）です。市ではこの結果を分析し、授業
の改善に活かしていきます。以下は市全体の概要です。
　市の児童生徒の平均正答率は、小学校の国語・算数
は県とほぼ同じで全国をやや下回る結果となりまし
た。中学校では、国語・数学・英語とも県・全国を上
回る結果となりました。
　児童生徒質問紙の調査結果からは、生活面では「朝
食を毎日食べる」「起床・就寝時刻が一定している」
など規則正しい生活をしていることや、地域や社会に
貢献する意識が高いことなどが分かりました。学習面
では、学習したことを活用したり、家庭学習では自分
で計画を立てて勉強したりする児童生徒が多いことな
どが分かりました。また、「人と違う意見について考
えるのは楽しいと思いますか」や「学級の友達（生徒）
との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、広げたりすることができていますか」についての

肯定的な回答が８割程度以上ありました。そうした児
童生徒の各教科の正答率が比較的高い傾向にあること
から、市の小・中学校で大事にしている「学び合い」
の充実が学力向上につながっていると考えられます。
　なお、今回の調査結果には中学校英語の「話すこと」
は参考値のため含まれていません。調査結果の詳細は
市 HP・教育委員会で閲覧できます。

問学校教育課 ℡ 71-2461
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国語（小） 算数（小） 国語（中） 数学（中） 英語（中）

学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、広げたりすることができていますか

当てはまると答えた児童生徒の平均正答率

当てはまらないと答えた児童生徒の平均正答率

イ
ベ
ン
ト


